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設備面及び運用面での①～⑤の対策により､津波その他の事象により､全交流電源供給機能等を喪失したとしても、
使用済燃料の損傷等を防止し､放射性物質の放出を抑制しつつ再処理施設の全交流電源供給機能等の回復を図る。
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②緊急時対応計画の点検と訓練の実施一墨書懸撫誘遥
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Ｉ貯槽④緊急時の全交流電源供給機能等喪失に対する長期的な対策
○非常用発電機による緊急用電源の予備系統の確保一ﾗg輩驍迦壁瞳腿蝿
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Ｑ電源関連建家への浸水防止対策一 一 2

誓釡
ポンプ車(既存消防車)､ホース等の配備
1．使用済燃料貯蔵プール水の冷却
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要 と な る 対 応 策 ○ 水 素 滞 留 防 止 機 能 の 回 復

予備プール使用済燃料貯蔵
主 ル

○緊急電源接続盤等の浸水防止

2．高放射性廃液及びPu溶液の冷却の例

高放

分離精製工場､高放射性廃液貯蔵場の緊急電源接続盤等

羅虻_"/貢への浸水防止対策
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点線:緊急安全対策
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プルトニウム -
転換技術開発施設司塞 付属

排気筒
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今回２く機電発式勤侈※平時､ポンプ車(既存消防車)I

大津波警報発令時には移動式蝋蒜鶚騨謬錆碧
その後､給水のため､配置場所へ移動する。

プルトニウム転換技術開発施設
駐車場付近(標高18m)竈ﾊを鱗l←撫 謝
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１移動式発電機による緊急用電源及びポンプ車による冷却水の確保
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①緊急電源接続盤へのケーブルつなぎ込み
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処 置 完 了 ま で の 予 想 時 間 : 1 1 h ̅
【その他の裏鍾への対応参考慮した時借

高放射性廃液貯槽４基高放射性廃液貯槽４基 ～

ＥヨＥヨ し
-凡例
一 : 本 設
---:仮設(A:常備,B:事象発生時対応）
：浸水防止対策実施 本設:緊急安全対策に使用する既存の工程機器(添付資料-18(2/2)参照）

仮設:緊急安全対策として新たに配備するもの。 茸
蝋

の内､Ａは､常時設置しておくもの｡Ｂは､事象発生時に配備するもの。
｜
劃

″
マ



高放射性廃液の冷却方法高放射性廃 古 一 』 ﾛ 曰、や-″ｒ

、
乃惟ぺ灯し冷却塔(98kVA)

「１．０．１１１-０回１．

Ａ》

一一

一蚤
一一一一

、

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

ｌ

ｌ

ノ

、

-

ノ

①緊急電源接続盤へのケーブルつなぎ込み
高放射性廃液貯蔵場
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処置完了までの予想時間:20h
(その他の事象への対応を考慮した時間）
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本設:緊急安全対策に使用する既存の工程機器(添付資料-18(2/2)参照）
仮設:緊急安全対策として新たに配備するもの。

その内､Ａは､常時設置しておくもの｡Ｂは､事象発生時に配備するもの。
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④電源切替盤での系統切替え
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⑤移動式発電機からの給電
（可搬式圧縮機､高放射性廃液貯槽系排風機の起動）
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(その他の事象への対応を考慮した時間）
本設:緊急安全対策に使用する既存の工程機器(添付資料-18(2/2)参照）
仮設:緊急安全対策として新たに配備するもの。

その内､Ａは､常時設置しておくもの｡Ｂは､事象発生時に配備するもの。
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（水素掃気用ブロワ､槽類換気系排風
機の起動）
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水素4％到達までの評価時間:33h

処置完了までの予想時間:20h
(その他の事象への対応を考慮した時間）

凡例
一 : 本 設
---:仮設(A:常備,B:事象発生時対応）
:浸水防止対策実施

高放射性廃液貯槽６基 匡回 謝
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謹
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本設:緊急安全対策に使用する既存の工程機器(添付資料-18(2/2)参照）
仮設:緊急安全対策として新たに配備するもの。

その内､Ａは､常時設置しておくもの｡Ｂは､事象発生時に配備するもの。
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⑤移動式発電機からの給電(水中ポンプの起動）
● ■ ｡ ● ● ■ の ｡ ､
● ● e ● ●
● ■ ｡ ● ● ■ の ｡ ､
● ● e ● ● ● ●● ●● ひ● ひ

● ●● ●● ● ● ● ●● ● ● ● ●

⑥浄水貯槽から予備プールへの水補給 J:;l予備プール(既設）副；;ｌ予備プール(既設）Ｋ , ̅ ざ ← ､ ‘ -、）．

‘,臭リーーミー
● ◆● ◆

謝
毒
鰯
謹
Ｉ
扇

※４Fの備品置場に保管一剪苛時、、

べ、１片！；心や言い匙愚Ｉ作

到癖←篭ご
」
ヘ
外

鋤
一一

ｈ
一、廻間施時実価宜卿適訳暁雌蝋騰置沸処 本設:緊急安全対策に使用する既存の工程機器(添付資料18(2/2)参照）

仮設:緊急安全対策として新たに配備するもの。
その内､Ａは､常時設置しておくもの｡Ｂは､事象発生時に配備するもの。
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ガラス固化技術開発施設のガラス固化体の冷却
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添付資料-22(1/3）

移動式発電機による給電方法

●移動式発電機からの給電ルート
移動式発電機→緊急電源接続盤
→電源切替盤→負荷

●移動式発電機からの給電により､冷却水
循琿ポンプ､水素掃気用圧縮樋等の機能
が回復できる。

●

↓

↓手11旧３
Ｌノ

Ｉ手頂

移動式発電機による接続手段

AC4mV及びAC1"V■
■
■
■

AC4 "V

｜●■■■■■■
■
■
■
■
■
■ 負荷(冷却水循環ポンプ､水素

掃気用圧縮機等)へ給電
→■■■■I■■■

;(分離精製工場､高放射性廃液貯蔵場､プルトニウム転換技術開発施設）
Ｕ

移動式発廻機商用電源又は非漁用発電機
(ケーブル接続箇所）
･移動式発電機～緊急電源接続盤
･緊急電源接続盤～電源切替盤

堂殴四カ分１

１ １
ｌ ｌＯ
Ｏ
Ｏ
Ｌ - . ． - - 一 ・ ． - - - 一 一 一 一

Ｌ- - - - - -・ロ ･ ･ ･ 一・・一・・一 ‘■ - -０

(移動式発電機の設置場所）
･プルトニウム転換技術開発施設
駐車場に２台設置

ａ

９

１

口一

電源切替盤

今きき
０ ■ Ｉ

給冠される負荷
･冷却水掘琿ポンプ
･水素掃気用圧縮樫等 §｜｜：

3５

i 手 順１

給電先(緊急電源接続盤､電源切替盤)の健全性の
確認

手順２
４

４
-１

移動式発電機の健全性確認及びケーブルのルート
確認

ケーブル敷設及びつなぎ込み

移動式発電機からの給電開始

緊急電源
接続盤 電源切替盤移動式発電機



添付資料-２２
（2/3）

移動式発電機等の配備

1.移動式発電機

/、

2.電源ケーブル
【移動式発電機～緊急電源接続盤】

r̅、

3６

高放射性廃液
貯蔵場 分離精製工場 プルトニウム

転換技術開発施設

必要電源容量 207kVA 185kVA 47kVA

移動式発電機の容量 550kVA 550kVA

移動式発電機の台数
(配置の高さ）

《ロ-

(標高１８m)
1台

(標高18m)

移動式発電機の配置日 H23.5.13 H23.5.13

緊急電源接続盤
設置施設

高放射性廃液
貯蔵場 分離精製工場 プルトニウム

転換技術開発施設

ケーブル長さ 約130m 約150m 約100m

ケーブル本数 3本 ３本 1本

ケーブル仕様
キャブタイヤ
ケーブル３芯
100mm２

キャブタイヤ
ケーブル３芯
100mm ２

キャブタイヤ
ケーブル３芯
100mm２

ケーブルの配置日 H23.5.30 H23.5.30 H23.5.30



一

添付資料-23

ポンプ車､ホースの配備及び浄水設備の貯水能力
（使用済燃料の貯蔵プール水､高放射性廃液の冷却）

1)ポンプ車(既存消防車)及びホースの配備

r̅N

2)浄水設備

/F、

W"船やｊ瞬岬
棒水貯糟(約300m3)を使さらに､研究所内に保有する工業用水貯槽(約5000m3)及び浄水貯槽(約

用することも可能。

3８

廷

水源 ポンプ形式 ポンプ仕様
設置
台数

設置ホース
数

確認日

消防ﾀﾝｸ車

消防化学車

消防ポンプ

消防ポンプ

0.83MPa
2.8m3/min

0.83MPa
2.8m3/min

１

１

40本

H23.5.9

H23.5.9

水源 貯水能力
水の使用量
(１週間あたり）

浄水貯槽
(再処理施設）

約４８００m３
最大10m3/h
(1680m3)



■ ｂ （（ ｛

〔 ■緊急安全対策により､全交流電源供給機能等の回復が可能であるが､より一層の信頼性向上を図るため､以下の取り組みを行う。

③非常用発・所内非常 保③非常用発電設備用燃料の貯蔵設備の増強 ⑤緊急用電源系統の整備
･配電盤等の電源供給系統の整備

- - 一

各発電樋へ
鍵料搬送

弘
一

一

重要負荷商用電源
(2系統） 受電設嫡 緊急用負荷

､ＧＩ２台 】一
l､、

，
グ

ユーティリティ施設

闇隠
中間開閉所

漂手麗
第二中朋開閉所

扇 雨 詞 _ 唾

哩竃盤
〃

Ｌ耀料輸送車標商18ｍ
-

グ緊急用負荷 以上〃
､ＧＩ２台 〆移動式発電機

(､G)2台』一Ｆ
Ｉ
ｌ
ｌ
Ｏ
１
１
１
１
１

中州開閉所

漂手麗
第二中朋開閉所

扇 雨 詞 _ 唾

標高１８ｍ

給油設伽鄙| ' " " ”
第二中朋開閉所

扇 雨 詞 _ 唾

､ＧＩ２台

l“の 燃料貯蔵設備計画）
０
１
０
０
０

⑤電源関連建家への浸水防止対策・防水扉の設置
・低層階の窓の封鎖等

（
標高18ｍ以上緊急用負荷

､ＧＩ１台
防水扉への取替え 低層階の窓の封錨ガラス固化技術開発施設

１照Ｌ-．.､---‘ﾛ .--
ｒ̅ !｡｡｡｡̅ '１口･IDﾛ･･､･･勺
Ｉ商用電源トーーーー
ロ - ． ． ． ｇｏ

非常用電源確保のため燃料貯蔵股倫
の増強､耀料輸送車を配蟻

所内非常用発竜機
(予備系統として配備）

標高約2qn以上
浸水防止対策を行う箇所の例
（ユーティリティ施設） ノ照 顎

Ｉ
④専用ポンプ車の配備・冷却用に専用ポンプ車2台を配備

、 一 一

ｰ - - ． - ー 一 勺
Ｉ 移 動 式 １

１ー一一一ーー＝ー可発電機Ｉ
Ｌ--．､---』

ー ー ー 一 一 ■ ■ ■

一
｛

商１８ｍ以上

諫
式
脳
潅
ｌ
壇

高放射性廃液貯槽等

緊急時の全交流電源供給機能等喪失に対する長期的な対策の概要

黙園非常用発孟機等

④工程監視及び放射線監視
- 一

･工程監視装置及び放射線監視装置により､工程機器の状態及び施設の放射線状況を監視す
るために必要な電源､ケーブル等を整備する。

繍
工 程 監 視 装 置 放 射 線 監 視 装 置



ｰ

東海再処理施設長期的な対策の工程

や。

謝
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謹
Ｉ
蹟

〕 Ｉフ０ ０ ' ウ

一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一

対策 H23年度 H24年度 H25年度

③緊急時の電源確保

非常用発電機による緊急用電源の
予備系統の確保

非常用発電設備用燃料の貯蔵設備
の増強

設計 ’

■■ ■■■■■■■■■ ■ﾛ■■■■

設計
製作･設贋

製作･設置

④緊急時の全交流電源
供給機能等喪失に対す
る対策

専用ポンプ車の配備

工程監視及び放射線監視

設計
Ｉ

設計
Ｉ

⑤再処理施設における
構造等を踏まえた
当面必要となる
対応策の実施

緊急用電源系統の整備

電源関連建家への浸水防止対策

設計
’ 順次施工

設計
製作･施工
Ｉ


